
　
福
島
か
ら
横
浜
に

自
主
避
難
し
た
中
一

男
子
生
徒
の
「
震
災

で
大
勢
亡
く
な
っ
た
。

い
じ
め
で
自
殺
も
考

え
た
が
僕
は
生
き
て

い
こ
う
と
決
め
た
」
と
の
手
記

に
泣
い
た
。
後
に
教
育
委
員
会

は
「
蹴
ら
れ
た
こ
と
」「
菌
を

つ
け
て
呼
ば
れ
た
こ
と
」を“
い

じ
め
”
と
認
め
、「
百
五
十
万

円
渡
し
た
こ
と
」
は
い
じ
め
と

し
て
認
め
な
か
っ
た
。
受
け
た

側
が
い
や
な
思
い
、
つ
ら
い
思

い
、
不
利
益
を
感
じ
た
か
ど
う

か
が
問
題
で
あ
る
は
ず
▼
先
日
、

米
女
優
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ

さ
ん
が
Ｇ
・
グ
ロ
ー
ブ
賞
授
賞

式
の
ス
ピ
ー
チ
で
拍
手
喝
采
を

受
け
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
障
害

の
あ
る
記
者
の
真
似
を
し
た
こ

と
に
「
権
力
者
が
い
じ
め
を
や

れ
ば
我
々
の
負
け
な
の
で
す
」

と
▼
安
倍
政
権
は
福
島
原
発
事

故
で
も
、
沖
縄
の
辺
野
古
新
基

地
問
題
で
も
、
国
会
で
嘘
と
偽

り
で
国
民
を
い
じ
め
続
け
て
い

る
。
社
会
保
障
削
減
を
手
柄
に

す
る
首
相
は
、
99
％
の
国
民
の

く
ら
し
に
は
寄
り
添
っ
て
い
な

い
。
フ
リ
は
し
て
も
考
え
て
は

い
な
い
▼
国
民
の
声
を
封
じ
る

た
め
に
、今
国
会
に
『
共
謀
罪
』

を
提
出
す
る
と
い
う
。
声
を
あ

げ
な
か
っ
た
ら
負
け
だ
。
日
本

国
憲
法
を
守
り
、
戦
後
七
十
一

年
の
今
、
戦
前
に
戻
し
て
は
な

ら
な
い
。
今
年
は
地
方
選
挙
め

じ
ろ
押
し
。
昨
年
十
一
月
、
富

山
市
議
補
選
は
盛
り
上
が
り
市

議
会
も
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

生
活
と
、
生
命
を
守
る
た
め
に

お
隣
さ
ん
に
声
を
か
け
よ
う
。

広
げ
よ
う
。�

（
Ｉ
）

内 視 鏡

組織現況 2016年12月31日現在

組合員数

26，755　�人

出資金総額

95，067万円

一人当たりの出資額

35，532　円

公　 示

「長期所在不明組合員の自由脱退手続き」について
 富山医療生活協同組合理事会

定款第10条第２項（自由脱退）に基づく長期所在不明
組合員の自由脱退処理手続きを実施致します。
下記期間中、 対象となる不明組合員の名簿は本部と各
事業所で閲覧できます。住所等確認できましたら通常
管理となります。情報等お持ちの方や詳細なお問い合
わせは本部組織部までお願いします。 

■閲覧期間　2017年2月15日～ 3月15日
■閲覧場所
本　　　部　富山市豊田町1－1－8 076－441－8352
富山協立病院　富山市豊田町1－1－8 076－433－1077
富山診療所　富山市千石町2－2－6 076－420－0367
水橋診療所　富山市水橋舘町59－1 076－479－1414
ひ�ま�わ�り　富山市粟島町2－2－1 076－433－7881
き　ず　な　富山市柳町1－2－18 076－439－3653
え　が　お　富山市山室82－1 076－407－0164
ぽ　ぷ　ら　富山市婦中町速星398－1 076－466－5227

◆お問い合わせは本部組織部076－441－8351まで

協立病院ボランテ
ィア　

　　　　「オリーブ
の会」

　毎週水曜日の午前中、協
立病院の病棟において、入
浴後の患者さんのドライヤ
ーかけ、空ベットのシーツ
交換を行っています。
　12月21日に会として正
式に発足会を行いました。
その中で会の名称を「オリ
ーブの会」とし、現在19
名の方がボランティアとし
て登録され活躍していま
す。

　婦中町に在宅福祉総合センタ
ー「ぽぷら」が開設した年から、
地元婦中支部の組合員さんを中
心に結成されたボランティア
「宇

そ
宙
ら
の会」。デイサービスで利

用者さんたちと暖かく触れ合い
ながら活動しています。
　１月は、デイサービスでぼた
餅づくりのレクリエーション企
画があり、ボランティアの方々
が大活躍でした。
　現在、11名の方が登録され、
交代でボランティアをしていま
す。

ぽぷらボランティ
ア

「宇
そ

宙
ら

の会」

　医療生協では、
各事業所のボラン

ティア、「たすけっ
とクラブ」

など、たくさんの
組合員さんの活躍

の場があります。

　「ボランティア
活動の中で元気が

もらえる」「いろ
いろな人と

の出会い、感動が
ある」「生きがい

になっている」ボ
ランティ

アのみなさん、イ
キイキとした笑顔

で話されます。

　事業所にはボラ
ンティアの会もあ

ります。興味のあ
る方、い

かがですか？お気
軽にお問い合わせ

ください。

�
※お問い合わせは

各事業所までお願
いします。

キラリ 　　　
　　

協同のとりくみ
＊ボランティアをすることで病院の
様子もわかる。職員さんの頑張り
をもっと知りたい。
＊役立てる場があることが嬉しい
＊家族が病院に世話になったことが
あり、何か病院にしたいと思って
いた。声をかけてもらい嬉しい。

ボランティアさんの声

召
し

 

あ
が
れ
～

髪
洗
っ
て

す
っ
き
り

し
ま
し
た
？

新
し
い

シ
ー
ツ
で

き
も
ち
よ
く

とやま医療生協　虹のまち第406号 2017年2月富山医療生活協同組合機関紙（１）

ひとりは万人のために万人はひとりのために

2017年2月号 No.406

〒931－8501  富山市豊田町1－1－8
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ホームページアドレス
http://www.toyama-hcoop.com/
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毎月１回発行
定価 １部30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）
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たすけっとクラブ通信 No.46

ご利用、協力者登録のお問い合わせは「たすけっとクラブ」☎０７６－４４１－８３５４まで

健
康
長
寿
と
運
動
（
四
）

富
山
協
立
病
院
　
整
形
外
科
　
石
井
　
佐
宏

診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
利
用
促

進
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の

紹
介
を
呼
び
か
け
ま
す
。

②
年
度
末
ま
で
の
取
り
組
み
の

意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

③
前
進
座
公
演
「
怒
る
富
士
」

は
、
被
災
地
支
援
と
し
て
も

し
っ
か
り
位
置
づ
け
、
会
場

い
っ
ぱ
い
の
入
場
者
で
公
演

を
成
功
さ
せ
る
為
に
、
数
多

く
声
か
け
を
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
四
日(

土)

、
協

立
病
院
三
階
会
議
室
に
お
い

て
、
定
数
二
十
八
名
中
二
十
四

名
の
出
席
で
第
七
回
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

①
十
一
月
の
事
業
概
況
と
後
半

期
の
見
通
し
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
経
営
改
善
と
事
業

所
・
組
合
員
の
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
冬
の
健

16
年
度 

第
七
回
理
事
会
報
告

たすけっとクラブへのご意見やご質問をいただきました
　夫婦とも高齢（85歳）になると、昨日できていたことが今日できないと
いう状態になり、たすけっとクラブの利用を考えるようになりました。よろ
しくお願いします。

　ひとり暮らしの老年ですが、まだ仕事に行っています。
　私は膝痛がひどく、冬場の歩行が悩みの種です。だから
除雪なんかとてもできません。昨年からたすけっとクラブ
の方に助けていただいて、車庫から玄関まで雪すかしをし
てもらって助かっています。ありがとうございます。

　たすけっとクラブの協力者さんへの利用料は1時間800円から100円を運
営費として差し引き、700円だとききます。100円は多すぎませんか。

事務局より
　多くの方から、たすけっとクラブの趣旨への賛同や協力者への感謝や励ましをお寄せいた
だいています。一方で、苦言や［こうしたらいいのに］というご提案もあり、利用者と協力
者だけでなく、組合員さんのたすけっとクラブになっていると感じています。
　さて、たすけっとクラブは組合員の助け合いの会として運営しています。利用料からひか
せていただいている100円分で運営費は年間約38万円くらいになります。
　運営費の内訳は、通信費（電話、切手等）、紙、印刷代、パンフレット作成費用等、また、
たすけっと活動中の事故の補償のため福祉保険に加入していますのでその保険料に充ててい
ます。こうして必要経費を賄って、不足なく、剰余もなく運営しています。

その１

その２

その３

あ
ら
す
じ

　
超
高
齢
社
会
の
我
が
国
で

は
、
健
康
で
な
い
お
年
寄
り
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
、
ロ
コ

モ
で
す
。
運
動
器
の
障
害
が
、

健
康
寿
命
を
縮
め
て
い
る
の
で

す
。
一
方
、
御
存
知
メ
タ
ボ�

（
別
名
、
死
の
四
重
奏
！
）
も

飽
食
と
運
動
不
足
の
現
代
社
会

に
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
内
臓
脂

肪
を
燃
や
す
運
動
療
法
の
功
徳

は
絶
大
で
す
。
そ
し
て
「
運
動

器
の
栄
養
は
運
動
」
で
し
た
。

　
な
ら
ば
、
運
動
で
健
康
長
寿

を
脅
か
す
ロ
コ
モ
と
メ
タ
ボ
を

ま
と
め
て
や
っ
つ
け
よ
う
！
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
来
ま
す
。

ロ
コ
モ
へ
の
誘
惑
者

　
ロ
コ
モ
は
特
定
の
病
気
で
は

な
く
、
加
齢
に
よ
っ
て
身
体
が

動
か
し
に
く
く
な
る
状
態
で

す
。
整
形
外
科
の
主
要
な
疾
患

が
そ
の
誘
因
と
な
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
さ
ら
り
と
説
明
し
ま

す
。

骨
粗
鬆
症

　
国
際
的
な
定
義
は
「
骨
強
度

が
低
下
し
、
骨
折
の
危
険
性
が

増
大
し
た
骨
疾
患
」
で
す
。
知

ら
ぬ
間
に
骨
密
度
が
減
っ
て
い

て
、
若
け
れ
ば
打
ち
身
で
済
む

よ
う
な
ち
ょ
っ
と
の
転
倒
で
骨

折
し
て
し
ま
ふ
！

　
折
れ
や
す
い
部
位
は
背
骨
、

手
首
、
肩
、
そ
し
て
股
関
節
。

さ
ら
に
、
骨
折
は
連
鎖
し
て
行

き
ま
す
。

　
現
在
、
我
が
国
に
は
千
三
百

万
人
も
の
骨
粗
鬆
症
患
者
が
い

な
が
ら
、
実
際
に
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
三
割
に
過
ぎ
ま
せ

ん
！
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
に
な

る
危
険
性
は
、
脳
卒
中
後
の
寝

た
き
り
よ
り
も
多
く
な
っ
た
と

い
う
の
に
。

　
ま
ず
は
骨
密
度
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
！

　
お
勧
め
は
腰
椎
と
股
関
節
を

測
定
す
る
Ｄ
Ｘ
Ａ
（
デ
キ
サ
）

法
。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
で�

す
。

変
形
性
膝
関
節
症

　
立
ち
上
が
る
時
に
膝
が
痛

い
、
階
段
で
痛
い
、
膝
が
曲
げ

に
く
い
な
ど
が
初
期
症
状
で

す
。
跳
び
跳
ね
て
関
節
軟
骨
が

剥
が
れ
て
も
、（
若
い
時
な
ら

じ
き
に
修
復
さ
れ
て
い
た
の

に
）
軟
骨
の
増
殖
能
が
低
下
し

て
剥
が
れ
た
ま
ま
。
不
安
定
に

な
っ
た
膝
を
安
定
さ
せ
よ
う
と

軟
骨
の
周
囲
に
骨
の
棘
が
形
成

さ
れ
、
次
第
に
膝
全
体
が
変
形

し
て
き
ま
す
。

　
太
も
も
の
筋
力
低
下
に
伴
っ

て
進
行
し
、
О
脚
に
な
っ
て
、

奨 学 生 募 集
対象者

貸与額

医学生、薬学生、看護学生の方

医学生……　7万円/月	〈1～4年〉
　　　……10万円/月	〈5～6年〉
薬学生……　5万円/月	〈1～4年〉
　　　……　7万円/月	〈5～6年〉
看護学生…　5万円/月	〈全学年〉

※返済免除制度あり。お気軽にお問い合わせください。
　（詳細はホームページをご覧ください）
※応募時期、学年は問いません。随時受け付けております。

富山協立病院　学生担当/後藤友歌栄
TEL : 076-433-1077
E-mail : igakusei@toyama-hcoop.com

一
歩
踏
み
出
す
た
び
に
膝
が
外

に
揺
れ
る
不
安
定
ぶ
り
が
見
て

と
れ
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
太
も
も
の
筋

力
を
鍛
え
て
膝
を
安
定
さ
せ
る

「
膝
伸
ば
し
筋
ト
レ
」
が
治
療

の
原
点
な
の
で
す
。
こ
の
筋
ト

レ
は
「
鎮
痛
剤
と
同
等
の
効
果

が
あ
る
」
と
学
会
の
全
国
調
査

で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

　
散
歩
し
て
い
る
と
脚
が
し
び

れ
て
く
る
、
重
く
な
っ
て
前
に

出
な
く
な
る
の
が
主
症
状
で

す
。
そ
れ
が
前
屈
み
で
休
む
と

軽
く
な
る
の
が
特
徴
。
締
め
つ

け
ら
れ
た
腰
の
神
経
が
弛
む
の

で
す
ね
。
そ
こ
で
、
神
経
へ
の

血
流
を
良
く
す
る
薬
、
プ
ロ
ス

タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
の
出
番
と
な

り
ま
す
。

　
解
説
し
出
す
と
キ
リ
が
あ
り

ま
へ
ん
。
こ
こ
ま
で
に
し
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

膝伸ばし筋トレ

太ももに力を入れて膝を５秒間伸ばす。
左右交互に（５～）10回ずつ。
朝昼晩の習慣化が必要です。

あお向けで

イスに
座って

↑

片足を20㎝上げる

とやま医療生協　虹のまち 第406号2017年2月 富山医療生活協同組合機関紙 (２)

ひまわり  076－433－7881　　きずな  076－439－3653　　えがお  076－407－0164　　ぽぷら  076－466－5227



【
応
募
方
法
】

　
パ
ズ
ル
の
解
答･

住
所･

氏
名

･

年
齢
と
、
虹
の
ま
ち
の
紙
面

や
医
療
生
協
へ
の
ご
意
見･

ご

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
併

せ
て
明
記
の
上
ハ
ガ
キ
、
又
は

富
山
医
療
生
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
一
面
右
上
に
記
載
）
の
「
お

問
合
せ
」
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募

下
さ
い
。

　
尚
、
虹
の
ま
ち
に
掲
載
さ
せ

て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

【
あ
て
先
】

　
〒
九
三
一
―

八
五
〇
一
富
山
市

豊
田
町
一
―

一
―

八
　
富
山
医
療

生
協
「
虹
の
ま
ち
」
パ
ズ
ル
係

【
賞
品
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

五
百
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

【
し
め
き
り
】

　
二
月
末
日
の
消
印
有
効

【
十
二
月
号
の
解
答
】

【
問
題
】

　
カ
ギ
を
解
き
、�

二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

 

★ 

た
て
の
カ
ギ 

★

①
冬
の
季
節
。
　
　
五
輪

②
間
接
の
対
語

③
能
力
に
は
　
　
が
あ
る

④
凹
○
○
。
○
○
レ
ン
ズ

⑥
俳
句
を
刻
ん
だ
石
碑

⑧
起
死
　
　
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

⑪
一
フ
ィ
ー
ト
の
十
二
分
の
一

の
単
位

⑫
♪
私
の
私
の
○
○
は
左
利
き

⑬
○
○
が
タ
カ
を
生
む

 

★ 

よ
こ
の
カ
ギ 

★

①
　
　
に
た
け
た
一
休
さ
ん

③
○
○
の
重
大
さ
に
気
づ
く

⑤
次
の
日

⑦
規
格
に
合
っ
た
品

⑨
○
○
志
摩
、
お
○
○
参
り

⑩
○
○
は
投
げ
ら
れ
た

⑫
い
ま
だ
に
　
　
テ
ー
プ
で
音

楽
を
聞
く

⑭
三
顧
の
○
○
を
尽
く
す

⑮
海
岸
を
表
す
英
語

1 2 3 4

5 6

7 8

9 10 11

12 13

14 15

【
十
二
月
号
の
当
選
者
10
名
】
敬
称
略

浮
田
と
み
子
（
富
山
市
西
大
泉
）

太
田
　
康
幸
（
高
岡
市
下
黒
田
）

小
川
　
　
亘
（
富
山
市
婦
中
町
）

黒
田
　
晴
弘
（
富
山
市
水
橋
辻
ヶ
堂
）

酒
井
　
美
里
（
富
山
市
中
島
）

釣
谷
　
道
子
（
富
山
市
宮
尾
）

中
村
み
ど
り
（
富
山
市
高
木
）

林
　
せ
つ
子
（
富
山
市
三
上
）

大
川
　
玲
子
（
魚
津
市
本
江
）

山
村
　
道
江
（
富
山
市
長
柄
町
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

転
居
先
を
必
ず

　
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更
や

家
族
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
協
本
部
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

十
二
月
号
の
解
答
ハ
ガ
キ�

よ
り

健
康
寿
命
で

�

富
山
市
音
羽
町 

堀
　
ユ
リ
子
さ
　

　
ん

　
健
康
寿
命
と
は
健
康
で
あ
り

自
力
で
外
出
し
、
社
会
参
加
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
と

言
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
そ
う

と
思
い
ま
す
。

班
会
が
楽
し
み

�

南
砺
市
井
波�

岩
倉
　
博
子
さ
　

　
ん

　
今
、
一
番
の
楽
し
み
は
班
会

で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
す
。
輪

の
中
に
入
れ
て
頂
い
た
事
に
感

謝
！
は
や
く
春
に
な
ら
な
い
か

な
ぁ
～
。

ロ
コ
モ
　
該
当
な
し

�

富
山
市
石
倉
町�

松
尾
恵
美
子
さ
　

　
ん

　
七
つ
の
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
は

今
の
と
こ
ろ
該
当
な
し
。

　
毎
日
続
け
て
い
る
ラ
ジ
オ
体

操
に
、
簡
単
な
ち
ょ
こ
っ
と
体

操
の
一
、
二
、
三
、
四
運
動
を

プ
ラ
ス
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

�

富
山
市
松
若
町�

片
口
満
喜
子
さ
　

　
ん

　
今
年
の
健
康
診
断
で
大
腸
に

ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
り
、
切
除

の
た
め
一
泊
の
入
院
を
し
ま
し

た
。
無
事
に
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と

無料法律相談のご案内

春山然
の り

浩
ひ ろ

弁護士（富山中央法律事務所）

時間は午後２時～４時

・３月16日（木）

・４月20日（木）
場所 富山協立病院地域連携室

◎お申込･地域連携室 ☎076－444－5708

予約して
ください

マケ コスイ
エンジン ン

オカ カク
カ イジン
ミス マサツ
ツリセン ル

応募114通
正解111通

クリスマス

し
て
い
ま
す
。
来
年
も
元
気
に

が
ん
ば
る
ぞ
～
。

農
作
業
が
ん
ば
っ
た

�

上
市
町
正
印�

斎
藤
　
忠
義
さ
　

　
ん

　
今
年
は
例
年
に
な
く
ヒ
エ
等

の
草
が
多
く
、
夏
場
は
汗
と
土

に
ま
み
れ
て
農
作
業
に
励
み
ま

し
た
。
稲
刈
り
の
前
日
ま
で
草

取
り
を
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
今
、
よ
う
や
く
一
息

つ
い
て
い
ま
す
。

長
続
き
の
秘
訣
　
教
え
て

�

富
山
市
牛
島
本
町�

高
野
真
知
子
さ
　

　
ん

　
石
井
先
生
の
健
康
寿
命
体
操

が
な
か
な
か
続
き
ま
せ
ん
。
二

日
ほ
ど
や
っ
て
、
ま
た
や
め
た

り
で
す
、
長
続
き
の
秘
訣
な
ど

あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

お
互
い
さ
ま
の
精
神

�

富
山
市
東
田
地
方�

高
木
美
恵
子
さ
　

　
ん

　
知
人
が
た
す
け
っ
と
ク
ラ
ブ

の
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
週
二
回
、
接
骨
院
ま
で
の

通
院
送
迎
、
協
力
者
の
方
の
笑

顔
が
と
っ
て
も
感
じ
が
良
い
で

す
。

　
お
互
い
さ
ま
の
精
神
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

シエラレオネへの
　　　　　学用品寄附
� ありがとうございました
　シエラレオネの子供たちへの支援品
の受付を終了させていただきます。
　多くの皆様からご協力をいただき御
礼申し上げます。

黒
部
信
也 

元
理
事
長 

御
逝
去

　
黒
部
信
也
元
理
事
長
が
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
四
日
、
富
山

協
立
病
院
に
て
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
山
医
療
生
協
創
生
期
よ
り
医
師
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
富
山

医
療
生
協
の
理
事
長
や
社
会
福
祉
法
人
と
や
ま
虹
の
会
レ
イ
ン
ボ

ー
の
施
設
長
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
御
功
績
を
偲
び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
御
家
族
よ
り
、
葬
儀
は
親
族
の
み
で
お
こ
な
い
、
組
合

員
の
皆
様
へ
は
、「
虹
の
ま
ち
」
本
号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
希
望
さ
れ
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
医
療・介
護
を
受
け
ら
れ
る
社
会
へ

～�
社
会
保
障
充
実
は
国
の
責
任
で
す�

～

目
白
押
し
の
負
担
増

　
格
差
と
貧
困
を
拡
大
す
る
社

会
保
障
費
の
「
自
然
増
」
削
減

路
線
は
、
国
民
の
生
存
権
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
さ
ら

に
二
〇
一
七
年
度
以
降
も
新
た

な
負
担
増
と
給
付
削
減
を
具
体

化
し
ま
し
た
。

　
医
療
で
は
、
七
十
歳
以
上
の

自
己
負
担
額
上
限
の
引
き
上

げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
「
特
例
軽
減
」
廃
止
で
低
所

得
者
の
保
険
料
が
二
倍
か
ら
十

倍
に
、
介
護
で
は
一
定
以
上
の

所
得
の
あ
る
人
の
利
用
料
を
一

割
か
ら
二
割
負
担
へ
、
さ
ら
に

三
割
負
担
へ
と
引
き
上
げ
る
予

定
で
す
。
医
療
生
協
は
憲
法
二

十
五
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
す
る
こ
と
」

を
国
が
守
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。署

名
運
動
開
始

　
二
月
か
ら
「
負
担
増
、
給
付

抑
制
を
国
民
に
強
い
る
医
療
・

介
護
改
悪
の
中
止
を
求
め
る
緊

急
署
名
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

必
要
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら

れ
ず
に
困
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め

る
声
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
の
実
現
を
め

ざ
し
国
の
責
任
で
医
療
や
介
護

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
の
取
り

組
み
で
医
療
福
祉
生
協
連
の
カ

ー
ド
を
活
用
し
な
が
ら
社
会
保

障
改
悪
反
対
を
世
論
に
訴
え
る

取
り
組
み
も
開
始
し
ま
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

�

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

17年度以降実施 検討中

医
療

後期高齢者医療保険の
「特例軽減」廃止

75歳以上窓口2
割負担

高齢者の患者負担上限
の引き上げ

市販品類以薬の保
険外し

介
護

一定所得以上2割負担 要介護２以下の福
祉用具貸与縮小

要支援１・２の訪問介
護とディサービスの保
険外し

ケアプラン有料化

とやま医療生協　虹のまち第406号 2017年2月富山医療生活協同組合機関紙(３)

生協本部  076－441－8352　富山協立病院  076－433－1077　富山診療所  076－420－0367　水橋診療所  076－479－1414



▲参加者で記念にパチリ

▲お買い物ついでに、気軽に健康チェック

▲

1
月
11
日
　
大
広
田
支
部

　
さ
わ
や
か
会
　
シ
ル
リ
ハ
体
操

�

　
12
名
参
加

▲

1
月
26
日
　
広
田
支
部

　
ほ
ほ
笑
み
ク
ラ
ブ
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▲

１
月
13
日
　
富
南
支
部

　
わ
た
ぼ
う
し
見
学
　

�

９
名
参
加

▲

1
月
27
日
　
上
市
支
部

　
経
田
班
　
感
染
症
学
習
会

�

7
名
参
加

▲

1
月
22
日
　
と
な
み
野
支
部

　
新
春
の
つ
ど
い�

17
名
参
加

▲

１
月
25
日
　
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
ま
ん
て
ん
の
湯
健
康
相
談
会

　
28
人
チ
ェ
ッ
ク

地域フラッシュ
　
一
年
間
の
班
会
計
画
を
立

て
、
私
た
ち
は
健
康
づ
く
り
を

中
心
に
、
毎
月
班
活
動
し
て
い

ま
す
。
健
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
、
骨
密
度
な
ど
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
職
員
を
講
師

に
健
康
教
室
、
健
康
体
操
な
ど

な
ど
。
ま
た
お
花
見
、
温
泉
、

な
ど
楽
し
い
活
動
も
あ
り
ま

す
。
班
長
と
会
計
を
決
め
て
、

虹
の
ま
ち
手
配
り
の
手
当
て
を

和
合
ロ
ー
ズ
支
部　

杏
子
班

班
紹
介
№
17

班
財
政
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
出
か
け
る
こ
と
が
と
て
も
好

き
な
仲
間
で
す
。
元
気
で
楽
し

く
く
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
で

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
で
班
を

結
成
し
て
二
〇
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
ほ
っ
と
で
き
る
場
、
な

ん
で
も
気
軽
に
話
せ
る
場
、
来

て
よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
班
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

班
長
　
本
田
真
佐
美

▲「インフルエンザ予防しなくちゃ」手洗い班会

楽
し
く
つ
な
が
り
づ
く
り

　
一
月
十
九
日
、
新
庄
支
部
が
分
割
し
て
初
め
て
の
「
支
部
新

春
の
つ
ど
い
」
を
第
一
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
メ
ド
ー
ル
で

開
催
し
十
七
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ア
ル
ビ
ス
山
室
店
が
開
店
し
て
四
カ
月
経
ち
ま
し
た
。
山
室

支
部
が
お
店
に
申
し
入
れ
を
し
て
、
毎
月
第
二
木
曜
日
に
健
康

相
談
会
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
月
十
二
日
、
ア
ル
ビ

ス
山
室
店
に
て
山
室
支
部
、
え
が
お
、
医
療
生
協
本
部
か
ら
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
職
員
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　
新
庄
支
部
は
新
し

い
支
部
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
行

事
は
新
庄
北
支
部
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
一
年
た

ち
そ
ろ
そ
ろ
、
独
自

で
企
画
を
考
え
よ
う

と
運
営
委
員
会
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
健
康
教
室

を
行
っ
た
り
、
地
域

の
健
康
教
室
に
骨
密

度
測
定
で
参
加
し
た

り
と
独
自
活
動
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の

中
で
今
回
は
新
春
の
つ
ど
い
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
バ
イ
キ
ン
グ
の
美

味
し
い
昼
食
を
お
腹
一
杯
食
べ

た
後
、
交
流
し
ま
し
た
。
支
部

長
か
ら
「
新
庄
支
部
と
し
て
も

楽
し
い
行
事
を
中
心
に
健
康
づ

く
り
や
つ
な
が
り
づ
く
り
を
や

っ
て
い
き
た
い
。
気
軽
に
運
営

委
員
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後
自
己

紹
介
を
し
ま
し
た
。「
怒
る
富

士
」や
あ
い
う
べ
体
操
の
紹
介
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
、

短
時
間
で
す
が
、
楽
し
く
て
次

に
つ
な
が
る
交
流
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

�
新
庄
支
部
　
飯
野
義
直

　
ア
ル
ビ
ス
山
室
店
の
飲
食
コ

ー
ナ
ー
の
一
角
を
お
借
り
し
て

血
圧
測
定
、
骨
密
度
測
定
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。
机

や
椅
子
は
お
店
の
方
で
用
意
さ

れ
て
お
り
、
と
て
も
あ
り
が
た

く
思
い
ま
し
た
。
新
店
舗
で
初

め
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
の

で
、
地
域
の
方
か
ら
は
な
じ
み

が
薄
い
よ
う
で
し
た
。

気
軽
に
計
れ
る
　
　

　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
お
買
い
物
つ
い
で
に
気
軽
に

血
圧
、
骨
密
度
を
無
料
で
計
っ

て
も
ら
え
る
の
で
お
客
さ
ん
か

ら
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。
特

に
骨
密
度
は
自
宅
で
は
測
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
喜
ば
れ
ま
し

た
。
今
後
継
続
的
に
実
施
す
れ

ば
な
じ
み
も
濃
く
な
り
、
認
知

で
、
健
康
に
関

心
が
も
た
れ
や

す
い
で
す
。
今

回
初
め
て
健
康

相
談
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
医

療
生
協
が
地
域

の
人
々
の
健
康

づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
は
と
て

も
大
切
な
事
だ

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
も
ま
た
参
加

し
た
い
で
す
。

　
　
生
協
本
部

�

業
務
課
　
半
田
　
勇

新
し
く
な
っ
た
お
店
で
初
め
て
の
健
康
相
談
会

　「医療生協があってよかった」と実感できるような年に
していきましょう。組合員の助け合い活動を広め、よりよ
い健康づくり活動をすすめましょう。下記の通り組合員の
集いを行いますのでご案内いたします。

記
日時：３月４日（土）13：30～16：30
場所：富山県中小企業研修センター
内容：記念講演：高齢者の要介護予防（フレイル）について（仮）
　　　富山協立病院　医師　与島明美さん
　　　事業所、支部からの活動報告
　　　2017年度方針骨子の提案など（予定）

組合員の集い
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